
予約管理ソフト（comRMS） マニュアル

【１．初期起動の説明】

Excelマクロプログラムを使用している為、セキュリティ警告が表示される場合は、コンテンツの有効化を押してご使用ください。

【２．予約画面の説明】

①予約日入力

予約年月日を入力して、その日の予約状況を確認します。

②予約状況マトリックス表示

①で入力された予約日で予約済の枠が青色で反転表示されます。

③カレンダ表示ボタン

カレンダボタンを押下すると、年間の予約状況が確認できます。　　　　⇒⇒⇒

黄色に反転した日は予約のある日です。

① 

② 

③ ④ 
⑤ ⑥ 
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④印刷プレビュー表示ボタン

予約画面の印刷を行います。

プレビュー表示されますので、印刷ボタンにて印刷されます。　　⇒⇒

⑤予約一覧表示ボタン

①で入力された予約日の予約内容を一覧形式で表示します。必要に応じて印刷します。

⑥設定画面表示ボタン

各種の初期設定を行う画面を表示します。　　⇒⇒

○ユーザID（ライセンスID）

○予約枠の開始終了時間

○予約席（又は部屋・診療台など）

○ユーザ固有の休日

詳細は、下記【６．設定画面の説明】を参照願います。
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【３．予約の新規登録】

①予約日入力

新規に予約登録する予約年月日を入力して、

その日の予約状況を確認します。

②予約者入力

予約者の情報を入力します。

③予約時間枠選択

予約したい時間枠を席単位（又は部屋・診療台など）

で選択します。

④予約時間枠仮押さえ

上記③の予約枠を右クリックすると黄色に反転されます。

飛び飛びの枠でなく連続での設定のみです。

黄色枠を再度右クリックするとクリアされます。

⑤予約登録ボタン

予約情報を入力後、予約登録をします。

⑥予約登録確認メッセージ

メッセージの予約登録内容を確認します。

⑦複数予約指定

同じ予約者で複数の席単位（又は部屋・診療台など）

を予約する場合は、「はい」を選択して

上記③～⑥を繰り返します。

⑧予約確定

上記④で仮押さえした予約枠の黄色が青色に変更

されて予約登録が確定します。

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ ⑦ 

⑧ 

① 
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【４．予約の変更】

①予約日入力

予約変更する予約年月日を入力して、

その日の予約状況を確認します。

②予約一覧表示ボタン

①で入力された予約日の予約内容を

一覧形式で表示します。　　⇒⇒

③予約変更選択

変更対象の予約データの行を

ダブルクリックします。　　⇒⇒

④予約変更確認メッセージ

メッセージの予約変更内容を確認します。

⑤予約変更枠の表示

上記④で選択した予約枠が水色に反転します。　⇒⇒

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 
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⑥予約変更内容の入力

人数・予約者・連絡先などの変更する項目を

入力します。

予約時間枠も変更があれば指定します。

⑦予約変更ボタン

上記予約変更情報を入力後、予約変更をします。

⑧予約変更確認メッセージ

メッセージの予約変更内容を確認します。

「はい」：予約変更が確定されます

「いいえ」：予約画面に戻ります

「キャンセル」：予約変更がキャンセルされます

⑨予約確定

上記⑥で仮押さえした黄色の予約のが青色に変更

されて、予約登録が確定します。

⑥ 

⑥ ⑦ 

⑧ 

⑨ 

① 
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【５．予約の取消】

①予約日入力

予約取消する予約年月日を入力して、

その日の予約状況を確認します。

②予約一覧表示ボタン

①で入力された予約日の予約内容を

一覧形式で表示します。　　⇒⇒

③予約取消選択

取消対象の予約データの行を

ダブルクリックします。　　⇒⇒

④予約取消確認メッセージ

メッセージの予約取消内容を確認します。

⑤予約取消枠の確認

上記④で取消した

予約枠が無色に反転します。　⇒⇒

① ② 

③ 

④ 

⑤ 
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【６．設定画面の説明】

①ユーザID

初期値は空白です。（試使用）

試使用期間中は、５０件まで予約データを登録できます。

ライセンスの承認は、下記の【７．ライセンスの説明】を参照ください。

②予約時間枠

予約の開始時分と終了時分を入力します。

分は３０分単位での入力となります。

③変数名

ご利用されるユーザ様によって名称を変更できます。

右の例は、飲食店様向けのサンプルです。

歯科診療の場合

予約場所：診療台

予約者備考：患者番号＆メモ

会議室予約の場合

予約場所：会議室名

予約場所備考：定員

予約者備考：連絡先＆メモ

④予約場所

最大１００件まで登録できます。

予約データ登録済み後に場所名を変更すると、予約データが

表示されなくなりますので、注意が必要です。

データが存在する名称を変更する場合は、その場所備考を

「無」などに変更して、新たに場所名を追加願います。

⑤個別休日

法定休日以外のユーザ様個別の休日を指定します。

当年と翌年の休日を登録します。

カレンダー画面にて休日判定に使用されます。

① 

③ 

⑤ 

② 

④ 
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⑥予約データ出力

現在登録されている予約のデータを全て別のEXCELファイルに出力します。

ファイル名：「bakRMS」 + YYYYMMDD + HHMMSS

YYYYMMDD  HHMMSS　は処理した日時を表します。

⑦予約データ削除

「過去データ保有期間」で指定された年数以前の予約データを削除します。

削除した予約のデータは別のEXCELファイルに出力します。

ファイル名：「bakRMS」 + YYYYMMDD + HHMMSS

YYYYMMDD  HHMMSS　は処理した日時を表します。

当年が2018年で保有期間１年の場合は、2017年まで

データを保有し、2016年以前のデータが削除されます。

⑧設定完了

予約画面に推移します。

設定された内容で予約画面が変更されます。

⑧ 
⑥ 

⑦ 
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【７．ライセンスの説明】

（ライセンス承認までの流れ）

「１．ユーザIDを決定」⇒「２．ライセンス申請処理」⇒「３．メールにて申請データ送信」

⇒「４．メールにてライセンスデータ受信」⇒「５．当フォルダに保存」⇒「６．ライセンス受取処理」

①ライセンスの申請

半角英数字でユーザIDに入力します。

ユーザ様にて、８桁以上で任意のコードを決めてください。

申請処理を行うと、当フォルダ内に「request.dat」という申請用のファイルが作成されます。

下記メール宛に、添付ファイルとして「request.dat」を送ってください。

メールアドレス：jant20inoba@gmail.com

件名：comRMSライセンスの申請

本文：ユーザIDと申請者名を記載ください。

① 
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②ライセンス申請中

申請中の間も試使用モードになります。

③ライセンスの受取

入金確認後、作者よりメールにてライセンス承認ファイル「license.dat」が添付されてきます。

当フォルダ内に保存した後、当予約ソフト「comRMS.xlsm」を起動して「ライセンス受取」ボタンを押下します。

ライセンス申請されたパソコンで受取をしてください。違っていると受け取れません。

故障などが原因で別のパソコンでの受取となる場合は、お手数ですが同じユーザIDで

再度ライセンス申請をお願いします。

② 

③ 
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④ライセンスの承認

承認されたパソコンでは、件数の制限なしで利用できます。

④ 
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